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6. この後の展望と期待
「正しい防犯知識へのアクセス」型インタフェースの典型であるＥラーニング教材は、予め
プログラムされた知識群を、子どもが100％理解すればゴールである。　　
演劇ワークショップの手法を使えば、鑑賞する大人の気付きを促すなど、プログラムされた
100％の情報以上の成果を、得ることも可能である。
現在、私たちのプロジェクトは、Ｅラーニング教材の良さと演劇ワークショップの良さの両
方を活かすため、双方を有機的に連動させたプログラムを開発中である。
上記のＥラーニングの例などは「どういうインタフェースが、子どもにより大きな学びをもたら
せるか」という正に直接的な「演劇」と「ヒューマンインタフェース工学」の接点となる。そうい
うごく具体的なレベルから、未来に向けた「芸術と工学」といったレベルまで、今回マッチングさ
れた二者が画期的な化学反応を起こし続ける事を願い、努力していこうと考えている。
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7. 最後に、大きなまとめとして
「参考文献」の後にもってくる大きなまとめとしては、こういう多少胡散臭い試みを許容される
CSCDという「場」の良さに感謝しつつ、当初思っていたよりも、「越境」と「胡散臭さ」による
果実が大きかったように感じるなあ、という手前味噌な感想で、締めくくりとしたい。
